
注 意

１ テスト問題は、１ページから１８ページまであります。先生の合図があるまで、

問題冊子を開かないでください。

２ 解答はすべて解答用紙④（数学）に記入してください。
えんぴつ

３ 解答は、ＨＢまたはＢの黒鉛筆（シャープペンシルも可）を使い、濃く、はっきり

と書いてください。また、消すときは消しゴムできれいに消してください。
せんたく し らん ぬ

４ 解答を選択肢から選ぶ問題は、解答用紙のマーク欄を黒く塗りつぶしてください。

５ 解答を記述する問題は、指示された解答欄に記入してください。

また、解答欄からはみ出さないように書いてください。

６ 解答用紙は、オモテ、ウラがあります。

７ 解答用紙の〔生徒記入欄〕に、組、出席番号を記入し、マーク欄を黒く塗りつぶ

してください。
じっ し

８ テスト実施時間は、４５分です。
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問題は、次のページから始まります。



１ 次の問いに答えなさい。

（１） － 2（ 3x － y ）＋（ 6x ＋ 2y ）を計算しなさい。

あたい

（２） a ＝－ 3 のとき、次の式の値を求めなさい。

3a ×（－ a2 ）

中２数－１



（３） 図は、底辺の長さ a、高さ h の平行四辺形です。

図

h

a

この平行四辺形の面積 Sは、次のように表されます。

S＝ ah

平行四辺形の高さを求めるために、この式を h について解きなさい。
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２ 次の問いに答えなさい。

（１） x ＝ 2、y ＝ 1 が解である連立方程式を、次のア～エから 1つ選びなさい。

ア
�
�
�

x ＋ y ＝ 3
x ＋ 4y ＝ 9

イ
�
�
�

4 x － y ＝ 7
5x － 3y ＝ 0

ウ
�
�
�

3x － y ＝ 5
－ x ＋ 4y ＝ 2

エ
�
�
�

2x ＋ y ＝ 5
2x ＋ 3y ＝ 11

（２） 連立方程式
�
�
�

x ＝ 1－ y

3x ＋ 4y ＝ 5
を解きなさい。
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（３） 表は、A、B、Cの 3人が、A対 B、C対 A、B対 Cでそれぞれ 10回ずつ行った
よご

じゃんけんの結果と得点を記録したものですが、一部が汚れて見えません。あとの

（ア）、（イ）は表について説明したものです。

A B

10

14
11

16
16

10

A
B
C
A
B
C

1      2      3      4      5      6      7      8      9     10

C A

B C

（ア） 10回のじゃんけんの結果には、 1回ごとのじゃんけんについて、「勝った方」

に○を記入し、「引き分け（あいこ）」の場合には両者に△を記入しています。

（イ） 得点は、10回のじゃんけんの結果での○を 1個 3点、△を 1個 1点と

して次の式で求めたものです。

式

得点＝ 3×（○の個数）＋ 1×（△の個数）

（ⅰ）、（ⅱ）の問いに答えなさい。

（ⅰ） 表の C対 Aの Cの得点は、C対 Aの Cの 10回のじゃんけんの結果での○

の個数が 3、△の個数が 3なので、式から 12点と求められます。

C対 Aの Aの得点として正しいものを、次のア～エから 1つ選びなさい。

ア 12点 イ 13点 ウ 14点 エ 15点

（ⅱ） 表の B対 Cの 10回のじゃんけんの結果での Bと Cそれぞれの○の個数と△

の個数を求めるために、Bの○の個数を x 個、△の個数を y 個として、x と y

についての連立方程式をつくります。

�
�
�

3x ＋ y ＝ 16 ……①

3 ( )＋ y ＝ 10 ……②

①の式は、Bについて、○の個数を x 個、△の個数を y 個、得点を 16点と

してつくりました。

②の式も同じように、Cについてつくりました。 に当てはまる式を

求めなさい。
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３ 次の問いに答えなさい。

（１） 図１のように、 2つの直線 l、m に 1つの直線 n が交わっています。このとき、

∠ x の同位角について、あとのア～オから正しいものを 1つ選びなさい。

図１

l m

a b
n

cx d

ア ∠ x の同位角は、∠ a である。

イ ∠ x の同位角は、∠ b である。

ウ ∠ x の同位角は、∠ c である。

エ ∠ x の同位角は、∠ d である。

オ ∠ x の同位角は、∠ a から∠ d までの中にはない。

（２） 図２のように、平行な 2つの直線 l、m に 2つの直線が交わっています。このと

き、∠ x の大きさを求めなさい。

図２

l
135°

x

m
140°
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（３） 1つの内角の大きさが 144°である正多角形として正しいものを、次のア～エか

ら 1つ選びなさい。

ア 正六角形

イ 正八角形

ウ 正十角形

エ 正十二角形

（４） あとのア～エのうち、∠ a が、図３の五角形 ABCDEの頂点 Aにおける外角を示

しているものはどれですか。ア～エから正しいものを 1つ選びなさい。

図３

ア イ
A
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B
E
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（５） 図４において、∠ x の大きさを求めなさい。

図４

x

110°

45° 35°

（６） 図５の△ ABCと△ DEFにおいて、∠ B＝∠ Eであることはわかっています。

このとき、辺や角について、∠ B＝∠ Eのほかにどのようなことがわかれば、

△ ABCと△ DEFが合同であるといえますか。あとのア～エから正しいものを 1つ
選びなさい。

図５

A D

C FB E

ア AB＝ DE、AC＝ DF

イ BC＝ EF、AC＝ DF

ウ AB＝ DE、BC＝ EF

エ ∠ A＝∠ D、∠ C＝∠ F
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問題は、次のページに続きます。
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４ 次の問いに答えなさい。

あたい

（１） 表は、ある一次関数について、x の値と y の値の関係を示したものです。表中の

に当てはまる数を求めなさい。

x … － 1 0 1 2 3 …

y … 1 3 5 7 …

表

（２） y が x の一次関数で、x ＝ 1 のとき y ＝ 1 であり、x ＝ 4 のとき y ＝－ 5 で

あるとき、この一次関数の変化の割合として正しいものを、次のア～オから 1つ選

びなさい。

ア － 6

イ － 2

ウ
4
3

エ 2

オ 6
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から すい そう せん

（３） 空の水槽に水を入れるために、栓のついた給水管を 4本用意しました。4本の給

水管のうち、栓を開く給水管の本数を、10分ごとに変えながら水槽に 40分間水を

入れ続けました。

ただし、それぞれの給水管からは、栓を開くと、毎分 1 Lの割合で水が出るもの

とし、給水管から出た水はすべて水槽の中に入るものとします。

図１は、水を入れ始めてから 40分後までの時間と水槽の水の量の関係をグラフ

に表したものです。

この 40分間で、 4本の給水管のうち、 2本の給水管の栓を開いて水槽に水を入

れていたのは、水を入れ始めてから何分後から何分後までの間ですか。ア～エから

1つ選びなさい。

図１

（L）
100

80

60

40

20

O
（分）10 20 30 40

ア 0分後から 10分後までの間

イ 10分後から 20分後までの間

ウ 20分後から 30分後までの間

エ 30分後から 40分後までの間
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（４） 図２の直線は、一次関数 y ＝ 1
2 x ＋ 2 のグラフを表しています。

図２

y

5

－ 5 x
O 5

－ 5

x の変域が － 2≦ x ≦ 4 のとき、y の変域はどのようになりますか。次のそれ

ぞれの に当てはまる数を求めなさい。

≦ y ≦

（５） 図３の直線 l、直線mはそれぞれ二元一次方程式 x＋y－6＝0、－ x＋4 y－4＝0
のグラフで、点 P（ 4，2）で交わっています。

じく

直線 l と y 軸の交点を A、直線 m と y 軸の交点を Bとするとき、△ PABの面積

を求めなさい。ただし、面積の単位は考えないものとします。

図３

yl

A

m
P（ 4，2）B

xO
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はな

（６） 姉は、10時ちょうどに公園を出発して、 2 km離れた図書館に向かって一定の速

さで歩いたところ、10時 30分ちょうどに図書館に着きました。

弟は、姉が公園を出発したのと同じ時刻に図書館を出発し、姉と同じ道を通って

一定の速さで公園に向かって走ったところ、途中で姉とすれ違い、10時 20分ちょ

うどに公園に着きました。

姉 弟

2 km公園 図書館

このとき、 2人がすれ違った地点は公園から何mの地点かを考えます。

姉と弟それぞれについて、出発してからの時間と公園からの道のりの関係に着目

し、姉と弟が同時に出発してから x 分後の、それぞれがいる地点の公園からの道の

りを y mとすると、y は x の一次関数になります。

この一次関数をそれぞれ式に表すと、姉は y＝ 200
3 x、弟は y＝－100 x＋2000

となり、それぞれをグラフに表すと図４の直線 l、直線 m になります。あとの問い

に答えなさい。

図４
（m）y
2000

l
m

1000

x
O 10 20 30（分）

問い 2人がすれ違った地点が公園から何mの地点であるかは、次のア、イのどち

らを用いても求めることができます。

ア 出発してからの時間と公園からの道のりの関係を表す式

イ 出発してからの時間と公園からの道のりの関係を表すグラフ

ア、イのどちらかを選び、それを用いて姉と弟がすれ違った地点が公園から

何mの地点であるかを求める方法を説明しなさい。ア、イのどちらを選んで説

明してもかまいません。また、実際に公園から何mの地点であるかを求める必

要はありません。
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５ まきさんとれんさんは、授業で「文字を使った式の活用」について学んでいます。

（１）、（２）の問いに答えなさい。

（１） 2人は授業で次の問題に取り組みました。あとの会話文は、 2人が問題を解くた
か

めに交わした会話の一部です。①、②の問いに答えなさい。

問題

百の位の数が 3、十の位の数が a、一の位の数が 2である 3けたの自然数が
あたい

8の倍数になるような整数 a の値を求めなさい。

会話文

問題の「 8の倍数」は、「 8×（整数）」の形の式で表すことができ

る数だってことだよね。

まきさん

うん。それに加えて、「 8の倍数と 8の倍数の和」の形の式で表す

ことができる数も 8の倍数であるといえるよ。

れんさん

問題の 3けたの自然数は、300＋ 10a ＋ 2 と表すことができるか
こう

ら、300＋ 10a ＋ 2 の項をまとめた 10a ＋ 302 が 8の倍数を

表す式に変形できるか、考えてみようよ。

10a ＋ 302 の項のうち、10aを 8a ＋ 2a、302を ア ＋ 6
とすると、10a ＋ 302 は

（ 8a ＋ ア ）＋（ 2a ＋ 6）＝ 8（ a ＋ イ ）＋（ 2a ＋ 6）

と変形できるよ。

8（ a ＋ イ ）は、a ＋ イ が整数だから 8の倍数だね。

もしも、2a ＋ 6 が 8の倍数だったら、10a ＋ 302 は

（ 8の倍数）＋（ 8の倍数）の形の式で表すことができたことにな

るから 8の倍数になるよ。

じゃあ、2a ＋ 6 が 8の倍数になる a の値を調べてみたらいいね。

中２数－１３



① 会話文中の ア 、 イ に当てはまる数を求めなさい。

② 2人は、「 a は十の位の数であるから、a は 0から 9までの整数である」こと

に着目して、 2a ＋ 6 が 8の倍数になる整数 a の値を調べました。

表は、 0から 9までの整数 a の値に対応する 2a ＋ 6 の値を途中までかき入

れたものです。

a 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

2a ＋ 6 6 8 10 12

表

くう らん

表の空欄に当てはまる数を考え、表中の 2a ＋ 6 の値が 8の倍数になる整数

a の値をすべて求めなさい。

か てい

（２） まきさんは、問題を解く過程を振り返る中で次のような数当てクイズを思いつき、

れんさんに出題しました。まきさんが思い浮かべた自然数 n の値を求めなさい。

b、n を自然数とするとき、「百の位の数が b、十の位の数が 3、一の位の数

が 2である 3けたの自然数が n の倍数になる」について、私は n にある数を思

い浮かべて次のような式の変形をしました。

私が思い浮かべた自然数 n は何かな？

数当てクイズ

100b ＋ 30＋ 2＝ 100b ＋ 32
＝（ 98b ＋ 2b ）＋（ 28＋ 4）
＝（ 98b ＋ 28）＋（ 2b ＋ 4）
＝ n（ 7b ＋ 2）＋（ 2b ＋ 4）
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６ 写真Ａ紙を写真Ａのような 4つの角が直角である四角形に切

り、その四角形を四角形 ABCDとします。

このとき、四角形 ABCDは、次の条件を満たす長方形

になります。

AB＜ BC、AB＝ DC、AD＝ BC、
∠ A＝∠ B＝∠ C＝∠ D＝ 90°

写真Ａの四角形 ABCDを、写真Ｂ、写真Ｃのように、点 Cが点 Aに重なるように折

ります。折り目の線を EFとし、点 Dの移った点を Gとします。

写真Ｂ 写真Ｃ

このとき、BF＝ GEが成り立ちます。（１）、（２）の問いに答えなさい。

（１） BF＝ GEが成り立つことを、もとの四角形（写真Ａ）と折った図形（写真Ｃ）

を重ね合わせたようすを表す図をかき、あとのように証明しました。（ⅰ）、（ⅱ）の

問いに答えなさい。

図

G

EA D

B CF
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証明

△ ABFと△ AGEにおいて、

四角形 ABCDを EFを折り目の線として折っているので、

AB＝ DCより、

AB＝ ア ……①

∠ B＝∠ D＝ 90°より、

イ ＝∠ G＝ 90° ……②

また、∠ BAE＝∠ FAG＝ 90°より、

∠ BAF＝ 90°－∠ FAE ……③

∠ GAE＝ 90°－∠ FAE ……④

③、④より、

∠ BAF＝ ウ ……⑤
りょう たん

①、②、⑤から、 1組の辺とその両端の角がそれぞれ等しいので、

△ ABF≡△ AGE
合同な図形の エ は等しいので、

BF＝ GE

（ⅰ） 証明中の ア には当てはまる辺を、 イ 、 ウ には当てはま

る角をそれぞれ求めなさい。

（ⅱ） 証明中の エ に当てはまることばを書きなさい。

（２） 証明では、△ ABF≡△ AGEを示し、それをもとにして BF＝ GEであることを

証明しました。このとき、BF＝ GE以外にも新たにわかることがあります。それ

を次のア～エから 1つ選びなさい。

ア EF＝ CF

イ AE＝ CF

ウ ∠ AEF＝∠ AEG

エ ∠ GAE＝∠ FAE

中２数－１６



７ ある駅では、「体感しようよ古代」と題した 2つの体験コースが用意されています。

おとず

＜コースⅠ＞ 駅からバスを利用して資料館を訪れ、学芸員の説明を聞きながら展
けい じ ぶつ もど

示品や掲示物を見学し、バスで駅に戻るコース

こ ふん めぐ

＜コースⅡ＞ 駅から自転車を利用して 2つの古墳を巡り見学し、駅に戻るコース

（バス） （バス）
駅 資料館 駅

（自転車） （自転車） （自転車）
駅 B古墳 A古墳 駅

へい たん

2つの体験コースにある駅と 2つの古墳、資料館は図１のように一直線の平坦な道

路沿いにあります。コースⅠで利用するバスやコースⅡで利用する自転車はこの道路を

走ります。駅から A古墳までの道のりは 4.5 km、A古墳から B古墳までの道のりは

1.5 km、B古墳から資料館までの道のりは 6 kmです。

図１
B古墳

駅 A古墳 資料館

けんさんとあいさんは、同じ日に、けんさんがコースⅠを、あいさんがコースⅡを体

験することにし、次の １ 、 ２ の条件を満たす計画を立ててみました。

しゅう りょう

１ それぞれが体験するコースの終了時刻（駅に戻る時刻）は、同じにする。

２ 資料館、A古墳、B古墳それぞれの場所での見学時間はできる限り長くとり、

A古墳、B古墳の見学時間は同じにする。

表は、 2人が駅を出発する時刻と駅に戻る時刻を表したものです。

駅を出発する時刻 駅に戻る時刻

けんさん
13時 10分

（乗るバスが駅を出発する時刻）

15時 50分
とう ちゃく

（乗るバスが駅に到着する時刻）

あいさん
13時ちょうど

（自転車で駅を出発する時刻）

15時 50分
（自転車で駅に到着する時刻）

表

図２は、あいさんが駅を出発してからの 40分間について、次のことを前提に、あい

さんが駅を出発してから x 分後のけんさんとあいさんがそれぞれいる地点の駅からの

道のりを y kmとして、 2人それぞれの x と y の関係をグラフに表したものです。

・バスは、常に同じ速さで、駅と資料館の間を時刻表通り走るものとする。

・あいさんは、自転車で、駅と B古墳の間、B古墳と A古墳の間、A古墳と駅の

間を常に同じ速さで走るものとする。

・資料館や古墳を見学している間、駅からの道のりは変わらないものとする。
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図２ y（km）

12

9

6

3
x

O 5 10 15 20 25 30 35 40（分）

図２から、あいさんが乗る自転車は、あいさんが駅を出発してからちょうど 15分後
こ

にけんさんが乗るバスに追い越され、その地点の駅からの道のりは 3 kmであることが

わかります。（１）～（３）の問いに答えなさい。

（１） けんさんが乗るバスが、資料館に到着する時刻として正しいものを、次のア～エ

から 1つ選びなさい。

ア 13時 10分
イ 13時 20分
ウ 13時 30分
エ 13時 40分

（２） けんさんが乗るバスの走る速さは、あいさんが乗る自転車の走る速さの何倍です

か。求めなさい。また、求め方を具体的な数値を示して説明しなさい。

（３） 次の 中の文章は、資料館や 2つの古墳の見学時間について述べたもので

す。①、②の問いに答えなさい。

■ 資料館での見学時間は、（ Ⅰ ）分間となる。ただし、見学時間は、駅を

出発したバスが資料館に到着した時刻から駅に戻るバスが資料館を出発する

時刻までの時間とする。

■ A古墳と B古墳それぞれでの見学時間は、（ Ⅱ ）分間となる。ただし、

見学時間は、自転車で 1つの古墳に到着した時刻からその古墳を出発する時

刻までの時間とする。

① 中の（ Ⅰ ）に当てはまる数を、次のア～エから 1つ選びなさい。

ア 100 イ 120 ウ 140 エ 160

② 中の（ Ⅱ ）に当てはまる数を求めなさい。
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